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NPO法人
あなたらしくをサポート

１．理系進路選択支援授業



２．背景（理工系女子の割合・国内）

NPO法人
あなたらしくをサポート

（内閣府 男女共同参画白書（概要版）平成28年版より）

50％



3．背景（理工系女子の割合・国際比較）

文部科学省「諸外国の教育統計」平成30（2018）年版

高等教育在学者の専攻分野別構成（学部・短大段階）より

NPO法人
あなたらしくをサポート

人文
・芸術

法経
など

理学 工学 農学
医歯薬
保健

日本 67% 36% 27% 15% 45% 62%

イギリス 64% 56% 44% 21% 71% 75%

ドイツ 68% 52% 36% 23% 53% 66%

韓国 58% 44% 34% 15% 40% 63%



４．目的

主目的：女子中学生の理系進路選択支援

●学校が興味を持つ切り口で⇒キャリア教育

●「理系の話のみ」に、違和感を持つ先生も

⇒キャリア教育の一つ。

生徒の将来の選択肢の幅を増やすことを目的とする。

その一環として、親しみが薄くなりがちな理系分野の

情報提供をする。
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５．対象

●高校受験 or 高1の夏に文理選択を行う⇒中学2年生

●「女子のみ」は難色を示されやすい⇒男女両方OK

(男子の意識のバイアスも、女子生徒に影響を与えている。

その改善につながる）

●理系の魅力を知らない生徒に伝えたい⇒授業枠で開催

●人脈のある地域で⇒らしーくは伊丹市教育委員会と

キャリア教育で協働

⇒⇒伊丹市立中学校

NPO法人
あなたらしくをサポート

・大学進学率約50%（全国平均とほぼ同じ）
・公立なので、生徒の学力や進路への意識に、非常に幅がある。



６．チラシ

①事前アンケートと同時
に生徒に配布。

⇒興味を持ってもらう

②講師5名中3名の性別
はここでは記載なし。

⇒当日のインパクトを期
待して
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７．連携体制

NPO法人
あなたらしくをサポート

関西科学塾

NPO法人
らしーく

伊丹市教委
（荒牧中学）

JST（科学技術振興機構）
女子中高生の理系進路選択支援事業
「女子中高生のための関西科学塾」
のアウトリーチ

企画運営場の提供

講師・予算

京都大学、大阪大学
神戸大学、奈良女子大学
大阪府立大学
大阪市立大学



８．こだわりポイントは「質」

１）講師の選択
事前チェックで「これは」と思った学生に声掛け。
全員女性。
理系進路の幅が広いことを伝えるため、色々な分野から。

２）事前準備（対講師）
2カ月前に個々に会って事前打ち合わせ。目的に合った質
の高いプレゼン準備を促す。

３）生徒の集中力を引き出す
事前にチラシとアンケートで情報提供。
当日は講師を半円で囲むレイアウトに。

４）当日
つかみに、講師は何か一つものを持ってくる。
生徒を引き付けるファシリテーションを意識。
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↑
大腿骨
持参！



９．座席レイアウト
体育館で、生徒200名に集中して話をきいてもらうために・・・

NPO法人
あなたらしくをサポート

↗
イス



10．当日のようす

←講師を半円で
囲むような座席
配置

NPO法人
あなたらしくをサポート

事前アンケート
で集めた質問に
答える講師→



11．講座の感想

NPO法人
あなたらしくをサポート

おもしろかった ： 女子93% 男子93% （JST88％）

内容が理解できた： 女子90% 男子83％ （JST92％）

進路選択の参考になった：女子88% 男子88％ （JST84％）

・男女差は、ほぼ無い。

・JST発表のアンケート結果に比べて、ほぼ同等の結果。
理系に興味がある生徒がほとんどのJST回答者に比べ、今回の

ターゲットでほぼ同等の結果が出たのは、かなりの成果と考える。

JST：H28年にJST「女子中高生の理系進路支援プログラム」に採択された全団体のアン
ケート集計結果。申し込み制の事業が主なので、回答者のほとんどが、もともと理系に
興味がある生徒と考えられる。



12．講座による意識変化（講座前後の比較）

NPO法人
あなたらしくをサポート

理系の進路を選択しようと思う
女子 28％⇒61％ 男子 60％⇒74％

科学技術を必要とする職業につきたい
女子 8％⇒34％ 男子 32％⇒58％



13．講座の感想

NPO法人
あなたらしくをサポート

生徒 ・私は理系に行きたかったけどすごく不安でした。でも今回
の話でいろいろ知れたのでよかったです。

・実際に行っている人の話を聞くことができて「チャレンジ
してみよう」と思う気持ちが強くなって、選択肢が増えて
よかったです。

・今日のキャリア教育はとても楽しかったです。理系のこと
は全然知らなかったけど、今回を通じていろんなことを知
りました。できれば大学は理系に入りたいと思うきっかけ
になりました。

教員 ・女性にも理系に進む選択肢があることに確信が持てた。こ
れからは、生徒にそう話してあげることができる。

保護者・なんで今まで「理系」っていうだけで敷居が高い気がして
たんだろうって、気づきました。



14．今後に向けての課題

NPO法人
あなたらしくをサポート

・1つの中学か、市内の中学を順に行うか

・予算

・講師人材の継続的な確保



15．まとめ

NPO法人
あなたらしくをサポート

•公立中学校の2年生全員ということで、学力や理系進路に対する

興味に大きなばらつきがある生徒たちを対象にした講座であっ

たが、講座に対する生徒の評価は非常に高く、受講による効果

（生徒の意識変化）も大きい。男女両方の生徒に対し効果的な

講座であったと判断できる。

•また、女子生徒の理系進路選択支援の視点からも明らかな効果

がみられた。

•ただし、進路や就職に対しての従来の意識の男女差は顕著であ

り、その差を1回の講座で埋めることはできない。引き続きの働

きかけを行っていきたい。



予備１．おもしろかったですか
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あなたらしくをサポート

男女とも9割以上がおもしろ
かったと答えた。（◎+〇）

男女差は無い。

JST発表のアンケート結果に比
べて、ほぼ同等の結果。

◎ そう思う
○ どちらかと言えばそう思う
△ どちらかと言えばそう思わない
× そう思わない
ー 回答なし

JST：H28年にJST「女子中高生の理系進路支援プログラム」に採択された全団体のアン
ケート集計結果。申し込み制の事業が主なので、回答者のほとんどが、もともと理系に
興味がある生徒と考えられる。

女子
（107名）

男子
（101名）

JST

◎ 62% 62% 64%

〇 31% 31% 24%

△ 5% 2% 7%

× 2% 4% 2%

ー 1% 1% 4%

合計 100% 100% 100%



予備２．内容は理解できましたか

NPO法人
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男女とも9割以上が理解できた
と答えた。（◎+〇）

男女差はほぼ無い。

JST発表のアンケート結果に近
い結果。

◎ そう思う
○ どちらかと言えばそう思う
△ どちらかと言えばそう思わない
× そう思わない
ー 回答なし

JST：H28年にJST「女子中高生の理系進路支援プログラム」に採択された全団体のアン
ケート集計結果。

女子
（107名）

男子
（101名）

JST

◎ 39% 43% 52%

〇 51% 50% 40%

△ 4% 5% 4%

× 6% 2% 1%

ー 0% 1% 4%

合計 100% 100% 100%



予備３．進路選択の参考になりましたか
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男女とも9割近くが進路選択の
参考になったと答えた。
（◎+〇）

やや男子の方が値が良好。

JST発表のアンケート結果に比
べて、ほぼ同等の結果。

◎ そう思う
○ どちらかと言えばそう思う
△ どちらかと言えばそう思わない
× そう思わない
ー 回答なし

JST：H28年にJST「女子中高生の理系進路支援プログラム」に採択された全団体のアン
ケート集計結果。

女子
（107名）

男子
（101名）

JST

◎ 48% 54% 47%

〇 40% 34% 37%

△ 8% 7% 9%

× 4% 4% 4%

ー 0% 1% 3%

合計 100% 100% 100%



男子
講座前
（100名）

講座後
（101名）

◎ 29% 43%
〇 31% 31%
△ 15% 18%
× 20% 6%
ー 5% 3%
合計 100% 100%

女子
講座前
（108名）

講座後
（107名）

◎ 6% 21%
〇 22% 40%
△ 34% 26%
× 35% 10%
ー 3% 3%
合計 100% 100%

予備４．理系進路を選択しようと思う
（講座前後の比較）
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男女とも明らかな意識の変化が
見られた。

◎ そう思う
○ どちらかと言えばそう思う
△ どちらかと言えばそう思わない
× そう思わない
ー 回答なし



男子
講座前
（100名）

講座後
（101名）

◎ 8% 27%
〇 24% 31%
△ 24% 23%
× 40% 14%
ー 4% 6%

合計 100% 100%

女子
講座前
（108名）

講座後
（107名）

◎ 3% 7%
〇 5% 27%
△ 26% 31%
× 66% 32%
ー 1% 4%

合計 100% 100%

予備５．科学技術を必要とする職業に
就きたい（講座前後の比較）

NPO法人
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男女とも明らかな意識の変化が
見られた。
女子より男子の方が効果が大き
く出た。

◎ そう思う
○ どちらかと言えばそう思う
△ どちらかと言えばそう思わない
× そう思わない
ー 回答なし


